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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、黄砂の健康影響を調べるために、米子市の住民を対象に、黄砂飛来時期の目、

鼻、呼吸器、皮膚の自覚症状を日記式の質問票を用いて評価したものである。環境因子に

は、黄砂の指標としてSPM（Suspended Particulate Matter）、花粉、窒素酸化物などの大

気汚染物質、気温、湿度などの気候因子を用いた。さらに黄砂に含まれる重金属の分析を

行った。自覚症状スコアを従属変数とし、環境因子を説明変数とする重回帰分析を行った。

その結果、黄砂は、皮膚症状と強い関係があり、黄砂に含まれるNiと皮膚の症状が強く相

関していることが判明した。 

本論文の内容は、環境保健の分野で、黄砂に含まれる重金属が皮膚に影響を及ぼすこと

を示唆し、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


